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星
川
　
キ
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娘
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覚
悟
を
聴
く
や  

星
月
夜

秋
月
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遺
影
浮
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せ
て  

静
ま
り
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岸
　
　
昭
子

野
の
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色
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付
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ま
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い
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か
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へ
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ゃ
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長
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友
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阿
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り
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早
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明
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亡
き
夫
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へ
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暑
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秋
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境
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美
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そ
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秋
の
夜
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恋
う
る
人
の  

便
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秋
深
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司
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山形県人・東京連合会 参加報告

山形県人東京連合会総会とステージ発表の様子▶ ヨルノヒカリ（畑野智美）／十戒（夕木春央）／
木を育ててみたいのですが（花福ござる）／夫妻集（小野史宣）・・・他２冊
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11
月

新
刊
本

図　書　室　だ　よ　り

図書コーナー … 金山町中央公民館内　９：００ ～ １７：００

　
本
書
は
『
な
り
た
い
カ
ラ
ダ
に

な
れ
る
栄
養
素
大
全
』
と
し
て
、

自
分
が
ど
の
よ
う
に
な
り
た
い
の

か
、
運
動
、
美
容
、
健
康
の
そ
れ

ぞ
れ
の
目
的
に
合
わ
せ
た
栄
養
素

を
配
合
し
た
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
プ
リ

メ
ン
ト
例
を
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。
正
し
い
知
識
と
目
的
を
持
っ

て
、
専
用
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
、

コ
ス
パ
最
強
サ
プ
リ
を
作
っ
て
自

分
の
体
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
誰
も
が
取
り
入
れ
て
い
る
冷
凍

保
存
。
自
信
を
も
っ
て
う
ま
く
活

用
で
き
て
い
る
と
言
え
る
人
は
多

く
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
冷
凍

保
存
で
の
疑
問
や
悩
み
が
解
決
さ

れ
れ
ば
調
理
の
時
間
の
短
縮
や
食

事
の
時
間
を
も
っ
と
笑
顔
で
過
ご

せ
る
は
ず
。
ア
ド
バ
イ
ス
や
レ
シ

ピ
、
ヒ
ン
ト
等
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
本
書
が
、
皆
さ
ん
の
食
卓
の
笑

顔
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

ニ
チ
レ
イ
フ
ー
ズ
の
広
報
さ
ん

に
教
わ
る
食
材
の
冷
凍
、
こ
れ

が
正
解
で
す
！

監
修
　
株
式
会
社
ニ
チ
レ
イ
フ
ー
ズ

マ
ン
ガ
で
す
っ
き
り
わ
か
る
！

な
り
た
い
カ
ラ
ダ
に
な
れ
る

栄
養
素
大
全寺尾

　
啓
二
／
宝
島
社

　まちにいる虫たちが公園で音楽隊を開くことにし
ました。歌の練習をして、音楽会でみんなが楽しそ
うに演奏をしていたときです。ギターの音が鳴り響
き人間たちの音楽会がはじまったのです。虫たちは
演奏できる場所を探しますがどこも騒音だらけ、そ
こに雨も降りだして虫たちは排水溝へ流されてしま
いました。演奏会はどうなってしまうのでしょう。

むしたちの
おんがくたい
文：得田　之久
絵：久住　卓也

森の子ども図書
№213

交流サロンポスト
月～金　１２時３０分～１７時３０分まで
※１２・１・２月は１７時閉館
※祝・盆・正月は休み

＼今月は６冊！／

11
月
は
有
酸
素
運
動
の
簡
単
な
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
を
行
っ
て
い
ま

す
。
　
そ
し
て
9
月
か
ら
は
新
し
く
集

落
支
援
員
に
須
賀
歩
夢
さ
ん
が
加

わ
り
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
町
総
合
政
策
課
、
健
康

福
祉
課
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
教

学
課
と
連
携
し
な
が
ら
健
康
ス
ポ

ー
ツ
推
進
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
企

画
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
お
気

づ
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

ふ
れ
ス
ポ
事
務
局
、
齊
藤
、
須
賀

ま
で
お
声
掛
け
下
さ
い
。

　
朝
晩
は
め
っ
き
り
寒
く
な
っ
て

き
ま
し
た
ね
。

　
今
回
は
毎
週
月
曜
9
時
半
か
ら

の「
月
９
」の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

　
会
場
の
改
善
セ
ン
タ
ー
ま
で
は

各
自
で
集
合
し
血
圧
測
定
と
手
帳

へ
の
記
入
も
各
自
で
行
い
ま
す
。

　
始
め
に
ウ
オ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

で
凝
り
固
ま
っ
た
筋
肉
を
じ
っ
く

り
ほ
ぐ
し
血
の
巡
り
を
良
く
し
ま

す
。
体
が
じ
ん
わ
り
温
ま
っ
て
き

た
ら
や
さ
し
い
筋
ト
レ
を
行
い
ま

す
。
肩
甲
骨
ま
わ
り
や
太
も
も
、

ふ
く
ら
は
ぎ
や
お
尻
ま
わ
り
の
筋

肉
を
鍛
え
る
こ
と
で
立
ち
方
、
歩

き
方
が
楽
に
な
り
ま
す
。

　
筋
ト
レ
後
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
。
6
、
7
月
は
モ
ル
ッ
ク
、

8
、
9
月
は
ボ
ッ
チ
ャ
で
対
戦
し

ま
し
た
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

運
動
不
足
解
消
や
仲
間
作
り
に
改

善
セ
ン
タ
ー
に
来
て
み
て
下
さ
い
。

み
ん
な
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

　
そ
の
ほ
か
健
康
づ
く
り
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
事
業
と
し
て
夏
休
み
期
間

に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
行

い
、
9
月
に
は
寿
大
学
金
山
モ
ル

ッ
ク
大
会
や
明
安
ラ
ン
チ
ウ
ォ
ー

ク
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
モ
ル
ッ
ク
は
チ
ー
ム
一
丸
と
な

り
豪
華
賞
品
を
か
け
て
の
熱
戦
と

な
り
、
明
安
ラ
ン
チ
ウ
ォ
ー
ク
は

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
後
に
食
べ
た
大
豆

を
使
っ
た
ハ
ン
バ
ー
グ
ラ
ン
チ
が

彩
り
よ
く
美
味
し
か
っ
た
と
好
評

で
し
た
。

　
ま
た
、
や
く
し
苑
に
て
10
月
は

体
幹
運
動
の
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室
、

▲モルックを楽しんだ寿大学 ▲月９のレクリエーション、ボッチャの様子

集落支援員　齊藤　珠樹
町民のみなさんの健康のために「月９」

◀ふれあい
　スポーツクラブ
　公式インスタグラム

　去る９月３日、令和５年度 第85回山形県人会東京連合会総会・県人まつりが、東京都千代田区のホテルニューオー
タニで開催されました。コロナの影響で３年ぶり開催となった昨年に続き、東京金山会からも、最上地域ふるさと連合
会の一員として計９名で参加いたしました。今年はコロナ禍を乗り越えての通常開催。600名超が参加しました。総会
では、同会石澤会長から「連合会はふるさと山形の応援団。ホームページで情報の発信をしている。ふるさとが今求め
ている応援をかたちにしたい」との挨拶があり、続いて来賓の吉村山形県知事が祝辞のなかで、「首都圏で連合会がふ
るさと山形の応援団として支援・協力されていることは県民の心の支え」と謝意を述べられました。
　総会後の「県人まつり」では、通常開催となったこともあいまって、歌謡ショー・花笠踊りの演目など、昨年以上に
盛り上がった会場となりました。参加会員も山形県内の各地域ふるさと会関係者にとどまらず、県ゆかりの企業・山形
大学交友会など幅広い会員が集い、交流する場
となりました。私共、東京金山会もまた「ふる
さと金山の応援団」として、情報発信・必要と
される応援を形にできる存在となれるよう、引
き続き、取り組みを推進してまいります。

【問合せ】　東京金山会 広報担当　藤山善夫　☎080－5525－0435　mail：fujiyama.d.siren@ae.auone-net.jp

◀こちらから東京金山会の
　ページにアクセスできます


